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表 1

1.

①

臨床部会

評価委員会

胃  三富利夫,長町幸雄,曽和融生 ,

小玉正智,落合武徳

大腸 三富利夫,本村幸二郎,浜野恭一
,

安富正幸,落合武徳

参加施設 (1993.9-1995.3。 1現在)(表 1)

コントローラー

林知己夫 (統計数理研究所 )

杉田 稔 (東邦大学衛生学 )

基礎部会

二吾漏[|千
葉大学第一病理

矢澤卓也 筑波大学病理

辻 公美 東海大学移植免疫学

猪子英俊 東海大学分子生命科学

柏木 登 北里大学免疫化学

入村達郎 東大薬学部生体異物免疫化学

林  文 東洋英和女子大学

施設名 代表者 HLA採 血例

胃   大鴨

弘前大学第 1外 ↑「        燿江久昭    l  ――

弘前大学第2外科        今  充    3   6
福島県立医科大学第 1外 科     元本良一   ―一  ――

福島県立医科大学第2夕‖1    阿部力哉    2   3
東北大学第1外 rl        松野正紀   一―  ――

宮城県立がんセンター外科    吉田弘一   ―-   1
群馬大学第 1外 科         長町幸雄   28  25
筑波大学外科          深尾 立    3   2
千葉大学第2外 科        磯野可-   1  56
東海大学第2外科        三宮利夫  202  32
日本大学第1外 科        黒須康彦   ――  一一

東京大学第1外 科        武藤徹一郎  ―-   1
願点堂大学第 1外 科       ‖原 宣   一一  ――

東京医科歯科大学第2外 科     三島好雄   ――  ――

東京医科大学第3外 科       小椰泰久    2  -―
東京女子医科大学第2外科     浜野恭-   3  -―
東京女子医科大学第2病 院外科   梶原誓朗    1  -一
東邦大学大精病院第3外科     炭J!嘉 仲   一一  ―…

浜松医科大学第2外科       馬場正三   ―-   1

岐阜大学第2外科        佐治重豊    8  -―
藤田保健衛生大学第2教 育病院外↑卜松本純夫    4   1
滋賀医科大学第 1外 科      小王正智   12   5
大阪医科大学一般消化器外科   岡島邦雄   一一  ―一

大阪市立大学第 1外 科      曽和融生   42  -―
関西医科大学第2外科       日腱紘士 nr・  ――  一―

近畿大学第 1外 科        安富正孝   ――  ――

久留米大学第 1外 科        掛 lll暉 夫   ――  一―

無 本大学第2外科        小 川道雄   ―一   l
自治医科大学消化器外料     金17暁 太郎  ―一  ――

自治医科大学大宮医療センター  宮田道夫    8  -―

合 計 320 135

されたHLAタ イプ ごとに (Hyashi, F.et al.:

Classiflcation of gastric cancer patients based on

HLA antigen expression using quanti「lcation

method ⅡI.Anno Cancer Res.Ther.3(2):117-

120,1994)胃 癌,大腸癌で比較対照試験 を行って

いる(HLA班プ ロ トコール参照).本研究班 で集積

②

③

華彗鵬雄:麟:難1難華::聾雛轟覇轟轄翻藤彗:葺華議:職華:11難華

HLA班の研究目的は,HLA抗原を測定するこ

とで,治療前に,個人イ国人に敵した癌治療が予測

できるかどうか検討を行うことである。

本年度は,昨年に引き続き,HLA抗原から分類



I夕
r'I夕

Zυιs レbム I No.I1995 45

卜８
，

７
，

日
付
民
８
ｄ
Ｌ
二

ざ
３
８
６
Ｌ
長

．曽
〓
『
？

，
「
ざ
０８
■
７
島
一
ご
に
Ｓ
●
Ｌ
二

．３
８
ｄ
Ｌ

葛
一８
ヒ
８

．３
８
●
Ｌ

協̈

ざ
露
８
●
Ｌ

Ｂ
一８
ヒ
８

．ｏ８
８
ｄ
“
』
村
田
８
６
Ｌ
３

．雷
Ｂ
Ｒ
？
い
「
お
田
一
．７
一
３
ぢ
２
８
ｏ
．８
８
６
Ｌ
■
ｏ
お
認
８
ご
Ｌ
お

．ｎＲ
８
ご
Ｌ

冒
ぢ
２
Ｌ８

ぶ
８
８
０
Ｌ
“
“

．”
』
ｄ
Ｏ
ヽ
　
０
【
　
』
０
」
　
、
“
一
　
■
　
０
〇
一
“
●
Ｌ
“
０
【
０
　
」
０
　
こ
０
”
‘
　
０
日
０
　
〓
〓
¨
卜
　
一
¨
一
“
畠
　
∞
目
】
〓
０
■
０

０
，

¨
“
【
り
０
」
　
．〓
一
【
口
¨
”
”
口
”
∽
口
０
０
　
」
０
　
０
０
Ｌ
”
０
「
　
「
自
０
０
０
０
　
０
コ
“
　
口
¨
〓
“
¨
い

Ｌ
０
０
日
配
０

」
０
　
ヽ
Ｌ
Ｏ
一
∽
¨
日
　
、
一
¨
■
Ｊ
』
　
Ｌ
Ｏ
」
　
０
＞
¨
“
¨
り
０
」

日
日
３
尉
８
８
「

お
【Ｅ
Ｅ

「君
凛
一
８
お
ヒ
も

ヽ
一３
●
３
８

”圏
ヨ

ゴ^
０
・
日
２
８
８
８
●
臓
■
９
一
３
場
一〓
２
ど
ヒ
一
〓
〓

〓̈
〓

．目
日
【２
■
壺
８
冨

ヽ
常
〓
五
餞

８̈
Ｌ

＝
■
●
目
Ｏ̈
Ｃ
ｄ
０
０
目
０
一
■
　
∽ヨ
０
日
０̈
ヨ
■
　
０̈
ョ
■
　
　
．”
■
０
口
一０
』
●
０
　
¨
一〇
０
　
”
口
一』
　
一０
●
口
一∽
　
”̈
一０
　
　
．ｄ
■
０
日
０̈
』
“
０
０
口
０
「
”
　
０
●
““
】一目●■
０
』」
一一
、
【』
０
０
」
　
Ｌ̈
Ｏ
」
　
ｏ〓
∽
一』
　
ｏ

，
一一”
一●
Ｌ
　
“̈コ
一

Ｎ
瑯

【”
一
０
い

臣

圏

臣

凛

（語
尋
】Ｘ
【
　
　
食
【
‘
Ｓ
８

』
Ｎ
　
　
　
　
　
卜
〓

貧
い
●
Ｏ
潟
　
　
（薔
．【じ
錦

貧
守
“
Ｎ
）圏
　
　
（薔
Ｎ
じ
露

）
．】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
．【

（〓
Ｎ
０
０
　

　

（導
‘
じ
曽

食
ｎ
ド
●
０
　

　

（彗

‘
Ｓ
）

ｎ
ｄ
　
　
　
　
　
　
Ｎ
〓

（語
“
０
い
　

　

（彗
“
Ｓ
一

（彗
ｄ
じ
Ｎ
　

　

（彗
ぶ
０
】

”
．一　　　　
　　　　
　　　
一
．一

貧
〓
扇
）∞
　

　

（番

●
じ
ト

一　
　

・
・【

（ｒ
．∞
】）
【
】

．　

　

貧
〓
Ｎ
Ｙ
【

（一
面
三
“
Ｎ
）Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｎ

（誘
．田
γ

（一壼”
．守
】）ｍ

ｍ
‘

（誘

。田
Ｘ

（撃０
．０
　）０

一
“

食
一
Ｎ
守￥

（減
】
．一　）
崎

・
』∞
“

（減
一
．り））０
】

食
『
３
Ｘ
一

ゆ
‘

食
『
圏
）
〓

（鴻
‘
【￥

　

　

貧
ヽ
Ｒ
）
〓

“Ｎ
．一　　　
　　
　　
　　
　　
】
．【

（誘
Ｎ

， Ｘ
】
　

貧
〓
】ｅ
守

（薔

“
ＮＸ
【
　
　
貧
■
８
γ
一

一
．Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｎ

（３

６
Ｓ
Ｎ
　
　
　
貧
■
８
と

（鴻
Ｎ
で冨

　

　

貧
∞
．マ
【ｙ

Ｏ
．一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
．【

（誘
Ｎ
で￥

　

　

食
∞
．コ
ン

Ｔ
８
０
Ｎ
　
　
　
食
０
ご
）０

口０
．一　　　　　　　　　　　
一
．【
】

らむ
ｄ
）ｏ
　
　
　
貧
〓
ご
Ｘ

（減
”
．】
【）０
　　
　
　
　
　
（減
∞
。一マ
）ＯＮ

∞
．∞
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｄ

（導
ｄ
Ｏ
ｎ
　
　
　
貧
〓
Ｒ
Ｘ

・

り
・
一
一
一
一
一

【
ハマ
で
一
一
一
一
一

一

一　
・
・ｏ

（“
．ｎ】）一

”・
・∞

（置
。震
）一

貧
【
．闘
￥
　
　
（鴻
Ｎ
崎），

（誘
．田
Ｙ
【
　

（ｒ
ぶ
じ
扇

”】
．】】　　
　
　
　　
　
　
∞
．一

（薔
．〓
γ
　
　
（漏
Ｎ
Ｓ
Ｎ

（に
ご
じ
】
　
　
（語
“
ｅ
Ｎ

Ｏ
．一　　　　　　　　　
一
．【

（薔
〓
じ
】
　

（語
・露
冨

８

３

【
　

８

６

と

Ｎ
．０　　　　　　　　　　
”
．Ｎ

（お
。田
Ｘ
　
　
（器

Ｎ
で￥

（彗
“
じ
０
　
　
（語
■
じ
ロ

・で
。）　　　　　　　　　　　　崎
．一

（彗
‘
じ
∞
　
　
（彗
・Ｒ
Ｘ

卜
・。
一一
一
一
｝
・卜
・卜
一一
一一一一
一

一

貧
『
田
￥
【

，
Ｎ

貧
一
“
こ
Ｎ

（湧
Ｎ
じ
８

∞
．０

（事い
。∞∞）
ト

貧
『
８
￥

【
．】

（減
卜
．哺ｍ
）
ゆ

（暮０
．Ｏｎ）
【

守
ｄ

（減
一
．∞Ｎ
）Ｎ

（減∞
．∞
【）一

『一
．“

貧
■
３
と
Ｎ

貧
「
Ｒ
Ｘ
Ｎ

∞
．一

（“一
．Ｏ
【）Ｎ

食
，

日
Ｘ

崎
ｄ

（器
．田
￥

（語
。田
Ｘ

∞
．０

３

ご

【

（凛０
．卜　）一

・∞
．一

（語
．８
γ

（湧
．８
￥
】

）
ｄ

（減
Ｎ
。一
【）
崎
【

ギ
一一
”
〓
　
“
口
『〓
０
日
∽

臣

　

一
畠

b

』臣

=

臣

薯
圏

週臣

蟹

、
Ｌ
Ｏ
一
∽
【〓
　
　
、
【
一日
”
」
』
０
０
颯
”
０

臣

　

Ｎ
口

　

　

臣

　

凝
∩

聟

〓
覇
８

臣

Ｎ
田
　
　
　
臣

　

凝
〔

０
，
一̈■
”
０
目



46 7'Iタフυ
“

 1/aι.I AO.I1995

ヨ13

TNFβ  5.5/5.5 TNFβ  10.5/10.5 TNFβ  5.5/10.5

coefficient p value coefficient p value coefficient p value

FF薔冷            -0.024      NS

IDiCrO Stage       2.688    0.0046

組織型      -0.753   NS
合併治療 (士 PSK)-1。 199   NS

く0.0001     0.009         NS

(0.0001     1.694      く0.0001

NS      -0.115         NS

NS      -0。 731       0.0223

0.101

1.984

1.455

-0。 295

されている症例数は表 1の如 くである。症例集積

の関係で本研究を 6カ 月間 (1996年 3月 )延長す

る予定である。

轟器轟職暴妻轟華轟榊藁難難彗華:葺華難華難素1華華華

1.HLA抗 原とリンパ節転移

① 解析対象 :前回報告 した東海大学第二外科

で切除された724例の胃癌患者を対象にして,リ ン

パ節転移と癌の家族歴 (2親等以内に癌患者がみ

られた患者),喫煙歴 (20本 /日 ,10年以上)を検

討した.

② 結果 :表 2の ように,癌の家族歴およびタ

バコ歴でHLA抗原との相関がみられた。すなわ

ち,癌の家族歴を有 している患者で低分化腺癌の

患者では,DR4抗原陽性群で有意にリンパ節転移

が高頻度に認められた。一方,タバコ歴がある患

者群で印環細胞癌の患者ではB52抗原陽性群で有

意にリンパ節転移が高頻度に認められた.

2.TNFβ遺伝子の解析

① 解析対象 :東海大学第二外科で切除された

253例 を対象としてTNFβ遺伝子型を検討した。方

法はPCR― RFLPに よる。

② 結果 :予後 との関連ではTNFβ 5.5/5.5Kb

alleleの 予後が不良であったが,有意の差 を認めな

かった。しか し,Coxの比例ハザー ドモデルで予後

因子を検討すると (表 3),TNFβ5.5/10.5Kb al¨

leleの患者ではPSK併用免疫療法の有用性が考え

られた。

3.HLA抗原とmucin産 生

基礎 との共同研究として,HLA抗原とmucin産

生との関係を検討する。胃癌組織を免疫組織学的

に検討し, リンパ節転移との検討を行っている。

4. HLA DNA assay

い ままでHLA抗原 を測定 した種 々な癌患者の

HLA―DR,DQ,DP抗 原の濃1定 をDNA assayでイテ

い症例 を集積 し検討 を行 っている。

(文責 :生越喬二)


